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本町の高齢化は平成27年度に29.7％となり、今後は、

高齢者数はさほど増えませんが、若年齢者層の減少が推

測されることから、10 年後は高齢化率が 36％に達する

見込みです。 

このような中、地域包括ケアシステムの構築を進めて

いくことは、医療や介護の課題への対応に留まらず、地

域機能の維持・存続という観点からも重要な施策となります。 

徳之島町では、早くから身近な地域での予防活動の充実をすすめており、現在

では各地区のサロンや空き家等身近な場所での通いの場、ボランティアグループ

による生活支援等の新たな互助活動が生まれ、活性化されています。  

 今後は、これらの活動をさらに幅広い住民と関係者の参画を得て推進し、培っ

てきた地域のつながり、絆を 10 年先・20 年先の世代へと受け継いでいかねばなり

ません。 

さらに、医療や介護関係者も、地域と一体となって本人が望む暮らしをチーム

で支援するとともに、高齢者や障害者に限らず「誰もがいきいきと元気に、地域

でつながりあい、助けあえる笑顔と共生のまち」を皆で作っていくことをこの計

画の基本理念としております。 

計画の推進について、関係者及び地域の皆様のご理解とご協力をお願い申し上

げます。 

 

 

 
平成 30 年３月 

徳之島町長 高岡 秀規 
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